
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 紫陽花の花が色づき始め、例年より早い梅雨入りとなりました。 
衣替えの時期となりましたが、気温の変化が目まぐるしく、体調管理が難しい日が続いています。舎生

の体調管理には十分に気を付けながら、毎日楽しく過ごせるように努めて参ります。 

 

端午の節句 

 ５月１日（月）に端午の節句を祝いました。 
 各自、鯉のぼりと兜を作成しました。鯉のぼりは好きな色の鱗を貼り、兜は新聞紙を
折って大きな兜を作りました。 
「大谷翔平みたい！」「カッコイイ！」と話も弾み、とても楽しそうでした。 
また、端午の節句の由来を聞き、みんなが元気に立派な大人になれるように、という

願いがあることを知りました。 
最後に、作った兜を被って「はいチーズ！」。思い出に残る楽しい会になりました。 

 

命を守る訓練 

５月９日（火）に第１回命を守る訓練を行いました。 
「２３時に地震が発生、その後火災が起こる」という想定でした。 

 今年度初めての訓練ということで、事前に地震や火災の時に気を付ける点を確認し、訓練に臨みまし
た。地震の時は布団で頭を隠したり、火災の時はヘルメットを被ってマスクを着けたりして、落ち着いて
避難することができました。その後、ウレタンマットを瓦礫にみたて、狭い道やでこぼこ道を通る体験を
行いました。 
「災害の時はこんな道を通るかもしれないのかなと思った」、「怖かったけど、布団を被ったりマスクを

着けたりして、身を守る行動ができた」という感想が聞かれました。 
 訓練や体験を通して、災害が起きたらどうするか、安全に避難するにはどうすればよいかなど、日頃か
ら考えていきたいと思います。 

 

定例総会 

５月２３日（火）に第１回定例総会を行いました。 
 お小遣いを持ってくることができること、日課が変更になったこと、ユーチューブを見ることができる
ことなど、タブレットの画像を見ながら話を聞きました。「お小遣いで何を買いに行こうかな」「ユーチュ
ーブを見ることができるから楽しみだな」と、会話する様子がみられました。 
また、今年度のキャッチフレーズも決まり、２人で作成した「げんきいっぱい にっこり 楽しい 寄

宿舎」を、玄関に掲げました。 
２人とも、初めは少々緊張していましたが、１年間寄宿舎で楽しく過ごそうと、最後は満面の笑みがみ

られました。 

岐阜県立関特別支援学校寄宿舎通信 

第２号 令和５年 ６月２日 


